
　家庭用では世界初となるSOFC*型の家庭用燃料電池シス
テム「エネファーム TypeS」を開発。 (*SOFC：固体酸化
物形燃料電池）
　当社従来型（PEFC（固体高分子形燃料電池）タイプ）
と比較し、容積比で約40％小型化するとともに、世界最高
水準となる定格発電効率45％ -LHVを実現した。24時間、
家庭の電力需要に応じた発電を行うことで、一般家庭にお
いて、約7割の電気をカバーすることが出来る。
　また、発電時に発生する排熱も給湯として利用するコー
ジェネレーションシステムとして総合エネルギー効率87％
（LHV）と高い省エネ性から、一般家庭への導入により、一
次エネルギーの26％削減、CO2排出量の年間約1,300kg
の削減を可能とした。
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家庭用燃料電池　エネファーム TypeSの開発・市場投入

　地球温暖化への取組が強く求められる中、日本郵船グル
ープは海上輸送全般における二酸化炭素削減に積極的に取
り組んできた。船はもっとも環境にやさしい輸送モードで
あるが、経済のグローバル化が進み今後も海上荷動きが増
加することを鑑み、排出される二酸化炭素の増大が懸念さ
れている。日本郵船グループは船が今後も世界経済の発展
に寄与できる環境に優しい存在であり続けるために、積極
的に省エネ技術の導入を進めている。
　省エネ技術の一つとして、空気を船底に送り込み泡の力
で船舶と海水の摩擦抵抗を低減させ二酸化炭素削減をはか
る空気潤滑システムを日本郵船グループ３隻の運航船舶に
搭載し、世界初の恒久的運用に成功した。当該システムに
より海象や船舶のコンディションに応じて平均４％から８
％程度の二酸化炭素排出削減を実現した。
　今後も日本郵船グループをあげて地球温暖化の抑制にむ
けて積極的に取り組んでいくこととする。
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世界初の船舶省エネ技術、空気潤滑法システムの恒久的運用
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